故胁な?と lb たとまは 


r 故障かな？」と思ったときは、修理を化頼する前にここで説明する内容じついて磕認してください。また、 
この章では、修理を依頼する際の磕認事項や NEC 、 および NEC が認定する保守サービス会社が提供するさ 
まざまなサービスについてち説明があります。 


日常の保守(一170ページ） . 

......... 装置を日常使う上で磕認しなければならない点や 

ファイルの管理、クリーニングの方法について説 
明します。 

障害時の対処(一173ページ） . 

......... 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因の磕認方法やその対処方法について 
説明しています。 

移動と保管(一184ページ） . 

......... 本体を移動-保管する際の手順やを意事項につい 

て説明します。 

ユーザーサポート（一185ぺージ） . 

......... 本装置に関するさまざまなサービスについて説明 

します。サービスは NEC および NEC が認をした 
保守サービス会社から提供されるものです。ぜひ 
ご利用ください。 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamg げにアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 




アラー トビ ユーア 


面 


H を 

BIOS 口-她 r-!i: 


摩障 


晒 ifl 麻？ ^ 


7■— タヒューソノ 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON じした後、およびシャットダウンをして電源を OFF にする前に、本体前面 
にあるランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容については12ページを 
ご覧<ださい。万一、装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サービス会社に連絡 
して保守を依頼してください。 



定期的に本体に内蔵されている八ードディスク内の大切なデータをバックアップすることを 
お勧めします。本装置に最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールに 
ついてはお買い求めの販売店にお問い合わせください 。 Management Console を使ったバッ 
クアップについては3章をご覧ください。 
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ク IJ — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 






㈱ 

表 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取って<ださい。ミちれが落ちに<いと 
きは、次のような方まできれいになります。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水などでめ5さないで 
<ださい。 

1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消の）(こなっていることを確認する。 

2 . 本体の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい布を浸し、よく殺る。 

己. 本体のちれた部分を手順4の布で少し強めにこすってミちれを取る。 

巨. 真水でめ6してよく殺った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8 . 乾いた布で背面じある排気□にが着しているほこりをふき取る。 


故障かな？と思つたときは 
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CD - ROM のクリーニング 

CD - ROM じほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD - ROM のクリーニングを行います。 


1 . 本体の電源が ON ( POWER ランプ点好）になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD - ROM ドライブか6化てきます。 

3. CD - ROM を軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 

I vrOira 

I CD-ROM の信号面に手び触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

CD-ROM ドライブのレンズをク ij— ニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作の原因 
となりまず。 

5. トレーを CD - ROM ドライブに戻す。 

6 . CD - ROM の信号面を乾いた柔6かい布でふく。 

w-oira 

CD-ROM は、中<こ、か5外側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めなくなった 
り、本装置にそのディスクをセットした結果、故障したりするお 
それがあります。 










障害時の対処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を磕認 
し、障害が八ードウエアじよるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生箇所や内容の磕認ができたら、故障した部品の巧換やシステム復旧などの処置を行 
います。障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するに 
は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が便利です。八ードウエアによる障害をさらに切り分けるに 
は、「保守•管理ツール」の r システム診断」をご利用ください。システム診断については4章 
をご覧ください。 



故障かな？と思つたときは 
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装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の磕認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は保守サービス会社に連絡してください。 


初期導入時 

獨 システム起動直後に、システムび停止 

n 初期導入設を用ディスクに化力された□グファイルを、テキストエディタなどで磕 
認してください。□グファイルは、 elsetup.log(Unux 用）、または logging.txt 
(Windows 用）です。ほとんどの原因は、パスワードの入カミスで、この場合は、 
"Cannot get authentication: root" の文字列が□グファイルに化力されます。 

Management Console び使用できない1(初期導入時） 


n 本装置の起動には、数分かかります。念のため5分位経過してから、もう一度アク 
セスしてみてください。 

n 初期導入後に、初期導入設定用ディスクじ□グファイルが作成されていることをる在 
認してください。□グファイルがない場合、正しい初期導入設定用ディスクを使用 
していないか、ちし<は初期導入設を用ディスクが壊れています。（を：初期導入 
設を用ディスクは書き込み巧の状態で使用して<ださい） 

n 初期導入設定用ディスクが壊れている場合は、初期導入設定用ディスクを再作成す 
る必要があります。再作成の手順は、 W 下の通りです。 

1. Windows マシンで MS-DOS (または、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ CD-ROM とフォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセットす 
る。似下、 CD-ROM ドライブを D、 フ□、ソピーディスクドライブを A としま 
す） 

3. "D:¥Dosutils¥Rawrite -f D:¥nec¥Win¥initinfo¥init_fd.img -d A" を実行す 

る。 

4. 完了。 

n 初期導入設を用ディスクの□グファイルに、 "completed." の文字列が化力されてい 
ることを磕認してください。 

"Info: quitting with no change." の文字列が止!力されている場合、初期導入設走:で 
パスワードが入力されていないか、すでに使用済みの初期導入設を用ディスクを再 
度使用しています。（セキュリティ保護のため、一度使用した初期導入設定用ディ 
スクからは、パスワードなどの情報は削除されます） 

n すでに使用済みの初期導入設を用ディスクを再度使用する場合は、初期導入の手順 
からやり直してください。 
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運用時 

感 Management Console び使用できない2(初期導入完了後) 

n 本装置に設定したアドレスが間違っていないことを磕認してください。 

n URL ウィンドウで http :// を指定していることを磕認してください。 http :// を付け 
ずにアドレスを入力すると動作しません。 

□ Netscape Navigator 4.07化 i 降 ）、 Netscape Communicator 4.5 化 i 降）、または 
Internet Explorer 4.01化 i 降）を使用してください。 

n Netscape のコピーがメモリ内に存在するかどうかをチェックしてください。 W 前 
のセッシヨンを正常に終了していない場合があります。 

n Management Console をアクセスする URL が闇違っていないことを磕認してくだ 
さい。特に 、 Management Console のセキュリティモードを変更した場合、アク 
セスする URL が変更されますのでを意してください。 

n URL にドメインをの代わりに、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてください。 
ドメインをを使用したアクセスが失敗するのに、 IP アドレスを使用したアクセスが 
成功する場合は、ドメイン ( DNS ) の設定が誤っている可能性があります。設定を磕 
認してください。 

□ Management Console の操作巧能ホストを指をしていないかどうか磕認してくだ 
さい。操作巧能ホストを指をしている場合 、 Management Console を使用できる 
マシンは限をされます。 

n W 上で問題が解ましない場合は、 t (下の手順で、本装置へのネットワーク接続を確 
認してください。 

1. Windows マシンで MS - DOS (または〕マンドプ□ンプト)を起動する。 

2. "ping ip - add 「 ess "〕 マンドを実行する。 （ ip - add 「 ess は、本装置に割り当てた 
IP アドレスです） 

3. "Reply from ..."と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、本 
体の POWER スイ、ソチを押すことで、システムの停止処理を実行してくださ 
し、しばらくすると本装置が停止します。10秒程待ってから、電源を再度 ON 
じして、本装置の起動後にもう一度アクセスしてみてください。 

4. "Request timed out " と表示される場合、接続の磕認は失敗です。続けて、他 
のマシンからも ping コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンから ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシンの設をの誤 
り、または故障です。 

一すべてのマシンから ping コマンドが失敗する場合は、 HU 目装置などのネット 
ワーク機器の設定を磕認してください。ケーブルが外れていたり、電源が入っ 
ていなかったりすることがよくあります。ネットワーク機器の設定が誤ってい 
ない場合は、ネットワーク障害の可能性があります。 


故障かな？と思つたときは 
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Management Console び使用できない 3 


□ 認証じ失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザ ID を磕認してください。管理者権限で Management Console を使用する 
時のユーザ ID は、 admin (すべて小文字)です。 

-初期導入設をにおいて設定したパスワードをる在認してください。パスワードの 
大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。 

すべてのサービスの応答び非常に遅い 

□ Management Console を使用して、 CPU 使用率を確認してください。 CPU 使用率 
が、90%を超えている場合、「プ□セス実行状況」で特定のプ□セスの CPU 使用時間 
( TIME ) がをくなっていないかどうか磕認してください。特定のプ□セスの CPU 使 
用時間が多くなっている場合、10秒程してから、再び CPU 使用時闇を調べてみて 
ください。 CPU 使用時間が、5秒じ(上増力□している場合、そのプ□セスは暴走して 
いる可能性があります。 

n 暴走しているプ□セスがある場合、そのプ□セスのを前を控えておいてから、シス 
テムを再起動してみてください。再びそのプ□セスが暴走する場合は、何らかの異 
常が発生しています。 

□ Management Console を使用して、ディスクの使用状況を磕認してください。い 
ずれかのディスク使用率が、90%を超えている場合、対処が必要です。 

□ Management Console を使用して、ネットワークの利用状況を磕認してくださ 
し、正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、対処が 
必要です。 

n 暴走しているプ□セスがない場合、 Web サーバのアクセス状況を調べてください。 
本装置へのアクセスが集中している場合、本装置をもう一台導入することを橫討し 
てください。 

ブラウザアプリケーションか5設定した変更内容に更新されていない 

n 設定を変更したら、[適用]ボタンをクリックして、変更を有効にしてください。 

ウィンドウのサイズを変更したり、リ□ードしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

□ Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設定によっては、ウィ 
ンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻ることがありま 
す。 


ftp や telnet 、 ssh ヴーバでの Login に失敗する 


n □グインユーザをは正しく設をしていますか？ 

一仮想ドメインでの□グインをは r ユーザーを@グループを」、もし<は「ユーザー 
を@ドメインを」のいずれかを指定します。実ドメインユーザーの場合は、単純 
に r ユーザーさ)」を指定してください。 








( D ドメイン情報追加時に r 指定されたグループ名は、すでに/ etc/group に登録されてい 

ます。」とエラー表示び出る 

n 既存のグループをと同じを称で設定していますせんか？ 

一既存のグループをと同じを称は使用できません。 

n システム登録されているグループをと同じを前を使用していませんか？ 

ーシステム登録されているグループを ( ftp 、 root 、 bin など)は登録できません。異 
なるグループをを使用してください。 

③ 0 S のシステムエラーび発生した場合 

ーシステムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシステ 
ム エラー(パニック) が発生している可能性があります。 パニック 発生時にはダ 
ンプが採取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システム 
再起動時にシステム エラーの 発生が ESMPRO / ServerAgent じより橫化されま 
す。 

システムエラーの障害調査には/ var / log / vmdump 配下のファイルすべてと 
/ var / log / messages ファイル、および ksyms - a コマンドを実行して、その結果 
をファイルに化力したものを採取する必要があります。採取の方法は、管理コ 
ンピュータ（コンソール)から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバか 
ら FTP で情報を探取します。情報の採取徽ま/ var / log / vmdump 配下のファイル 
はすべて削除巧能です。削除しない場合、システムエラー(パニック）が発生す 
るたび、ダンプファイルが追力□作成されます(前回のダンプファイルは上書きさ 
れません)。 

( D 本体の電源び自動的に OFF になった 

n 装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないか確認 
し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFF になる場 
合は、保守サービス会社に連絡してください。 

@ 起動完了ビープ音び定期的に何度も鳴る 

n 一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ音が 
定期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡してください。 

( D 管理コンピュータに画面び表示されない 

n 八ードウェア構成情報を正しく設をしていますか？ 

一添付の r 保守-管理ツール CD - ROM 」 を使ってシステムの設をを元の状態に戻し 
て<ださい （183 ページ参照)。それでち表示できない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 

® フ□ッピーディスクにアクセス(読み込み、または書き込みび)できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで確実に差し a んでくだ 
ぎい。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを r 書き込み巧」にセットして 
ください。 


故障かな？と思つたときは 
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® 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が確実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を間違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

-接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

® CD-ROM にアクセスでさない 

n CD-ROM ドライブのトレーに 5 在実にセットしていますか？ 

ートレーに磕実にセットされていることを確認してください。 

® CD-ROM ドライブの回お音び大きい 

n いったん、 CD-ROM を取り化し、再度 CD-ROM をセットし直してください。 

一 CD-ROM ドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音をお 
ぎ无ます。 


初期導入設定用ディスクの作成について 

何らかのエラーにより初期導入設を用ディスクを作成できない場合の磕認事項と対処方法に 
ついて説明します。 

曾 次のページに進めない 

n を入力項目が正しくないと次のページに進めません。 

一 必要な項目が正しく入力されていることを磕認してください。 

® rrxxx 」 の項目び入力されていません」と表示される 

n 「 XXX 」で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一 正しく入力してください。 

新しい管理者パスワードを入力する場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力する必要があります。化荷状態では、同捆の別紙 r 管理者用 
パスワード」じ記載してある値に設定されています。 

( D 「ホスト名 f QDN ) の項目は FQDN のお式で入力してください。」と表示される 

n FQDN の形式で入力していますか？ 

一最初の文字はアルファべ、ソトと数字 ( A 〜 Z または a 〜 Z または〇〜 9) でなければな 
りません。2文字目じ(降はアルファベットと数字、八イフン、およびピリオド 
(A 〜 Z または a 〜 Z または〇〜9または-または.）でなければなりません。ピリオド 
し)を必ず含んだ省略のないドメインをを入力して<ださい。 









® rrxxx 」 の項目に不正な IP アドレスび入力されています」と表示される 

n 「 XXX 」で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一正しい IP アドレスを入力してください。 


保守-管理 ツールについて 

保守-管理ツールから本装置を起動できない場合は、次の点について磕認してください。 

® 保守-管理ツールか5本装置を起動できない 

n 保守-管理ツールをセットしてから再起動しましたか？ 

一保守-管理ツールをセットし、再起動しないとエラーメッセージが表示された 
り、 0 S が起動したりします。 

保守-管理ツール実行中、何らかの障害が発生すると、ち 
のようなメ、ソセージが表示されます。エラーコードを記録 
して保守サービス会社に連絡してください。 

エラーコードと意□ホは次のとおりです。 


エラーコード 

原因と処理方法 

MC 

保守-管理ツールの対象マシンではありません。対象マシンで実巧して<だ 
さい。 

NV 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 

PT 

八ードディスクが接続されていないか、八ードディスクが異常です。八ード 
ディスクが正常(こ接続されていることを確認してください。 

FL 

フ□、ソピーディスクが読み書きできない可能性があります。新しいフ□、ソ 
ピーディスク(こ巧換して、再度実行してください。 


この他にもシステムの再セットアップやシステム診断を実行したときに障害を橫化するとエ 
ラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモまたはプリントアウトし、保 
守サービス会社までご連絡ください。 


® メインメニューが文字化けしている 

n コンソールのモードが実際のコンソールと異なっている可能性があります。く R > 
车一を押してコンソールのモードを切り替えてみてください。 


エラーび 発生しました。 
エラーコード[XX] 
終了します。 


睡認 I 


故障かな？と思つたときは 
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Install Menu について 



Install Menu び表示されない 


□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0上、または Windows 95 JU 上ですか？ 
一 CD - ROM の Automn 機能は 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0、および 
Windows 95 JU 上でサポートされた機能です。それ]: i 前のバージョンでは自動 
的に起動しません。ごを意<ださい。 

n < Shift > 羊一を押していませんか？ 

一く Shift 〉 羊一を押しながら CD - ROM をセットすると、 Autorm 機能が丰ャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。 CD - ROM の r ¥ IMENU ¥ 1 ST . EXE 」 をェク 
スプ□ーラなどから実行してください。 


ESMPRO について 

(D ESMPRO で思うように監視できない-動作しない 

-5章を参照してください。 


システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状ミ兄は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくは3章をご覧ください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / SererManager 、 ServerAgnet を使用しま 
す。詳しくは5章を参照してください。 
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ア構成眉報の復旧 


BIOS の設定値を闇違って変更してしまった場合は、シリアルポートに接続された管理コン 
ピュータの画面に何も表示されなくなることがあります。このようなときは、じ(下の手順で 
八ードウエア構成情報を元に戻してください。 


CMOS のクリア〜コンフィグレーションジャンパ〜 

目 IOS セットアップユーティリティに ETUP 」 の設を内容は CMOS に保存されます。この 
CMOS に保存されている内容は次の方までクリアすることができます。 


CMOS の内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設定に戻りまず。 

その他のスイッチの設定は変更しないでください。本体の故障や誤動作の原因となりま 
す。 


] 曰曰 





コ〇こ ◎ 

□ □ 




□ 


DD 


□□が 


DD 


U _ Of 





ピン 11-12 にある 
クリップを使う 


CMOS の内容の保護/ 
クリア用ピン 


CMOS の内容の保護/クリア用ピン （ 1 -2 ピン） 

2つのピンをショート： CMOS の内容をクリアする 
2つのピンをオープン： CMOS の内容を保護する（化荷時の設を） 


CMOS の内容をクリアする方法を次に示します。 


故障かな？と思つたときは 
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®0 
A A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こする、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを巧かずに取り扱わない 


A ミ主意 

A 0 

装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 iii ぺージ降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 



n-O 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の塗装されていない金属フレーム部 
分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部品の端子 
部分を素手で触5ないでください。静電気に関する説明は1己已ぺージで詳しく説明してい 
ます。 


1. 1日6〜157ページを参照して準備をする。 

2 . ジャンパスイッチの設定を変更する。 

w-Oi^ 

• 本体のジャンパピン（ピン11-12)に付いているクリップを使用してください。 
• クリップをなくさないようま意してください。 

3. 本体を元どおり(こ組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 


4. POST を終了した6、電源を OFR こする。 























已.ジャンパスイッチの設定を元に戻した後、もう一度電源を ON にして設定し直す。 

•LI12E] 


クリップをなくさないためにも使用後 
はジャンパピン 11-12 に差し込んでおい 
てください。 




ピン 11-12 


BIOS 設定値のリ□ー ド 


目 IOS の SETUP ユーティリティの 「Get Default Value 」 で設定内容をデフォルト値に戻した 
時や管理コンピュータの画面に何も表示されない時に保守-管理ツール CD - ROM を使って 
BIOS 設を値をリ□ー ドする必要があります。 

じ(下の手順に従ってリ□ー ドしてください。 

1. 管理コンピュータのシリアルケーブルを本体のシリアルポート (COM2) に接続する。 

2. 本体前面の POWER スイ、ソチを押す。 

3. 添付の r 保守-管理ツール CD-ROM」 を本装置の CD-ROM ドライブにセットする。 

4. 電源を OFF/ON してシステムを再起動する。 

リブート後、 BIOS の設定値がシステムにリ□ー ドされ、管理コンピュータの画面上にメインメ 
ニューが表示されます。 


上で完了です。 メニ ューを終了後、「保守•管理ツール CD-ROM」 を CD-ROM ドライブか6取り 
化して再起動してください。 


故障かな？と思つたときは 
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媽化保管 

本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



1 



0 

A A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こずる、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 


Q 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。 
詳しくは、 iii ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 一人で取り付け•取り外しをしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 



M-O • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
ヴービス会社に連絡してください。 

• J \- ドディスクに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいてくださ 

い。 

• 本装置には八ードディスクび内蔵されていまず。八ードディスクに衝撃を与えないよラ 
にま意して本体を移動させてください。 

1. フ□、ソピーディスク、 CD-ROM をセットしている場合は本体か 6 取り化す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザか 6 システムのシャットダウン処理をして電源を OFF 
(POWER ランプ消好）にする。 

3 . 本体の電源プラグをコンセントか6あく。 

4. 本体(こ接続しているケーブルをすべて取りかす。 

己. 本体をラックに搭載している場合は、 37 〜 38 ページを参照して本体をラックか 6 取り化す。 
なるべく複数をで行うことをお勧めします。 

巨.本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 
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ユーザーヴポート 


アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • NEC 製 ly 夕 K サードパーティ）の製品、または NEC び認定していない装置やインタ 
屋^ フェースケーブルを使用したために起きた装置の故障については、その責任を負いかね 

ますのでご了承ください。 

• 本体の上励こ、製品の形式、 SERIAL No. (製造 
番号)、定格、製造業ち名、製造国び明記された 
銘板び貼ってありまず。販売店にお問い合わせ 

の製造番号と保証書の保証番号び一致していま 
せんと、装置が保証期間内に故障した場合で 
も、保証を受け5れないことびありますのでご 
確認ください。万一違う場合は、お買い求めの 
販売店にご連絡ください。 


銘板 



故障かな？と思つたときは 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 W 下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 


② 「障害時の対処（173ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するために必要となるソフトウエアが正しくインストールされていること 
を磕認します。 

t (上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社じご連絡ください。その際に本体のランプの表示や管理 
コンピュータのディスプレイ装置のアラーム表示もご磕認<ださい。故障時のランプやディ 
スプレイによるアラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス 
会社の連絡先じついては、付録 Br 保守サービス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I M-O この製品は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできません。ご了承く 
ださい。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報(ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 
n 本体-周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期閨は、製造打ち切り後7年です。 
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巧巧サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認をした保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コール(こより優先的(こ技術者を派遣し、修理じあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてじ(下の契約保守サービスを用意しております。 


I n-O • サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

• サービス料金は契約する曰数/時間帯により異なります。 


ノ V — ドウ王アメンテナンスサービス 


維持保守 

定期的な点横により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が化張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害(アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異 
常等)が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します （ 12月より対応予定)。お客様への連 
絡時間帯は、月曜日〜金曜日午前9:00〜午後5:00です。 

r 八ードウエアメンテナンスサービス」または r マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには r 申込書」び別途必要です。 pjs 売店、当社営業担当にお申し付けください。） 


故障かな？と思つたときは 


187 











オプションヴービス 

下記のオプションサービスちございますのでご利用ください。 


基本ヴポートサービス 

Express 5800シリーズのアプライアンスサーバモデルを対象に、運用する中で生じる疑問や 
トラブル対応といったニーズにお応えするために、 JU 下のサービスを提供します。 

• インス I -ールされているソフトウエアに関する電話 - FAX . 電子メールによる問合せ 
対応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供（問い合わせをする回数によって Appliance ソフトウエアサポー 
トサービス（5)、またはに 0) をお求めください。） 

W 下のサービスは提供する NEC 販売店じより、を称、内容が異なる場合がございますので、 
お磕かめの上、ご用命ください。なお、じ(下のサービスは NEC フィールディング(株)が提供 
するちのです。 


マルチベンダ H / W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品(本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取かし、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、動 
作確認、修理内容報告、引ミ度しを行います。 

頂り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


* SI 仕入製品とは ••• 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ - HUB • ブリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器じついても、シングルウインドウでその障害修復(センドバック、予備 
機保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容はネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービ 
ス日時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発 
行します。修理は八ードウエアメンテナンスサービスで対応します。 












情報サービスについて 


本製品に関するご質問-ご相談は 「NEC 58インフォメーションセンター」でお受けしてい 
ます。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

NEC 曰8インフ ォメー ションセンター TEL 03 -34 曰曰-曰800(代表） 

FAX. 03-34 曰 6-06 曰7 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプ 
レス通報サービス」の申し a みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http :// www . express . nec . co . jp / 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 


故障かな？と思つたときは 
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